
 

「あゆみ」では表せないもの 

猛暑がようやく終わりを告げ、朝夕は秋の涼しさを感じる季節となりました。前期も残り

１週間です。保護者の皆様には４月から様々な場面で教育活動に深いご理解とご協力をい

ただき、ありがとうございました。先日、数人の子供たちに自分ができるようになったこと

や皆で頑張ったことを聞きました。国語の作文や算数の計算、鍵盤ハーモニカや絵を描く会

の作品など、学習面で頑張ったという声が多い中、「周りを見て行動するようになった。」や、

「１年生に積極的に声をかけるようにした。」「進んでお手伝いをした。」など、行動面の成

長も聞かれ、とても嬉しくなりました。１年生は、「掃除が上手にできるようになった。」と

笑顔で教えてくれました。みんなで力を合わせて頑張ったことは、意見を出し合って問題を

解いたこと、運動会のダンスや移動教室、委員会活動や係活動などの声がありました。一つ

の目標に向かって皆で協力し合うことも学校の大切な勉強の一つです。改めて、子供たちの

「心豊かでたくましく生きる」姿に拍手を送りたいと思います。 

通知表に記されている「あゆみ」という言葉 には、一人で「歩く」という意味と、みん

なで心を合わせて歩く「歩調」という意味があります。どちらのあゆみも大切です。子供た

ちが頑張ってきたことは、あゆみの◎や○の数だけでは表せません。目標に向かって努力し

たか、皆と協力できたかということも大切にしてほしいと思います。 

学校でも子供たちが更に成長するように教育活動を進めてまいります。保護者の皆様に

は、後期も引き続き学校教育にご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。                                           

校 長 


